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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

　平成１９年度末に、日暮里駅前に駐輪場が完成し、日暮里駅前の放置自転車クリーン作戦を徹底的
に実施した。今後、放置自転車対策としてこれまでと同様に「区民の啓発活動」「撤去」等の対策を
徹底する。特に、ここ数年減少してきた撤去回数を増加させ、積極的な撤去を実施するとともに、駐
輪場が充足していなければ放置自転車の根本的解決にはならないので、今後鉄道事業者等に強く協力
を求めるとともに、地域を積極的に活用した放置の抑止、その実現に努めることを区施策の大きな柱
として放置自転車対策に取り組んでいく。
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　積極的に「区民の啓発活動」「放置自転車の撤去」を実施するとと
もに、駐輪場の確保に努める。

放置自転車の減少が大きな課
題・そして成果を確認

23区平均返還率＝57.3％
（平成20年10月現在）

2,013 1,930 1,577

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

関連部課名

推進 推進

指
　
　
　
　
標

放置自転車台数
(午後の定点観測値)

返還率(％)(=返還数÷撤去数)

駐輪可能台数(民間含む)

35.0%

11,030

指標に関する説明

　放置自転車は、鉄道駅周辺では減少してきたとはいえ、自転車利用のルール・マナーの欠如により
依然として多い状況にある。
　放置自転車は歩行者の安全な通行や救急車などの緊急車輌の通行の妨げになっているほか、公共空
間である駅前広場等の機能低下や街の美観を損なっている。
　これを解決するため自転車駐車場の整備、ルール・マナー向上のための啓発活動の実施、放置自転
車の撤去等の施策を総合的に実施し、安全で住みやすい街荒川区を構築していく。

　現在、駅周辺を中心として約１，６００台の放置自転車があり、歩行者等の大きな障害となってい
るため、その対応策に多大の税金を投入している。安全・安心して通行できる道路の確保、災害時の
障害解消等の観点からより一層のルール・マナーの向上を図るとともに自転車駐車場の整備等を行
い、放置自転車問題を解決することが大きな課題である。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
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1,000

19年度

内線

土木部土木管理課
佐久間勇一 ２７１０

施策名
部課名

課長名
施策No放置自転車対策の推進 08-04

行政評価
事業体系

分野 環境先進都市[Ⅳ]

政策 良好で快適な生活環境の形成[08]



施策分析シート（平成22年度）
No2

合　計

10-01-10 64,319 30,083 推進
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現状を解決するためには強制的
に撤去していく必要がある

20年度

施策を構成する事務事業の分類

自転車駐車場管理運営

放置自転車撤去

事務事業名
決算額（千円）

重点的
に推進

10-01-09 77,200 87,584
重点的
に推進

推進

放置が多い地域の駐輪施設を拡
充し、区民サービスを基本に、
円滑な自転車駐車場の管理を行
う

141,519 117,667


